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1.　はじめに

　本稿は現代韓国語と日本語における受け身表現を対象にして、対照言語学的観点から考察したものである。

　　(1)a. 子供が犬に噛まれた。
　　　 b. 아이가 개에게 물렸다.   

本稿は現代日本語と韓国語における受け身表現を対象にして1)、対照言語学的観点から考察したものである～ 。


2.　研究の目的及び方法

本稿は現代日本語と韓国語における受け身表現を～

2.1.　研究の目的
　本稿は現代日本語と韓国語における受け身表現を～

〈表1〉洪吉童(2014：10)の下位分類
	言語
	日本語
	韓国語

	例文
	子供が犬に噛まれた。
	아이가 개에게 물렸다.



　本稿は現代日本語と韓国語における受け身表現を～


4.　おわりに

　本稿は現代日本語と韓国語における受け身表現を～
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韓国語と日本語との対照研究
－受け身表現を中心にして－

洪吉童
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A contrastive study of Korean and Japanese 
－focusing on passive voice－

Hong, Kil-Dong
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